
今月のイチオシ（2021 年 10 月号）  

 

 

1 / 5 

株式会社 構造ソフト 

 今月のイチオシ 
 

 

拡張情報             Q&A（適判等からの指摘事例） 

「BUILD.一貫 V」（Ver.2.030）・・・P1     「BUILD.一貫Ⅴ」 Q&A ・・・P5 

 
 

◆「BUILD.一貫 V」（Ver.2.030） 

・パネルゾーンのせん断変形を考慮した応力解析を行うことができます。 

「BUILD.一貫 V」ではパネルゾーンを独立した部材としてモデル化して、パネルゾーンのせん断変形を考慮した応力解析を行うことが

できます。パネルゾーンの挙動を考慮した結果の確認にご活用いただけます。特に、Ｈ形柱の強軸方向については、後述しているように

パネルゾーンのせん断変形を考慮することで変形が大きくなる傾向があります。 

 

パネルゾーンのせん断変形を考慮 

 

・許容応力度計算データを１項目入力するだけで計算が可能です。 

計算の指定方法は簡単です。１項目入力するだけで、パネルゾーンのせん断変形を考慮した応力解析を行えます。パネルゾーンの

形状は、取り付く梁と柱から自動設定します。一括入力の場合は、許容応力度計算データの[PANE]で指定します。 

 

「水平荷重時のみ考慮する」または 

「全荷重ケースで考慮する」を選択 
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・接合部ごとにパネルゾーンの指定が可能です。 

解析モデルにおいてパネルゾーンとして考慮したくない接合部については、接合部ごとに指定することができます。また、パネルゾーンの

形状を直接指定することも可能です。 

       

直接指定が可能 

 

・保有水平耐力計算時はパネルゾーンの弾塑性特性を考慮することも可能です。 

保有水平耐力計算時のパネルゾーンのスケルトンを、「弾性」「弾塑性(Bi-linear 型)」「弾塑性(Tri-linear 型)」から選択して直

接指定することが可能です。なお、許容応力度計算時は、パネルゾーンを弾性として扱います。 

       

パネルゾーンのスケルトン

の直接指定が可能 
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・パネルゾーンのせん断変形による影響を確認します。 

パネルゾーンの影響を計算結果で確認します。例題の物件では、Ｈ形柱の強軸方向について確認しています。パネルゾーンの形状

を自動設定としている場合、Ｈ形柱の強軸方向のパネルゾーンはウェブ１枚分になります。 

 

柱 

梁 

柱 

梁 

＜平面図＞ ＜立面図＞ 

 

 

Ｈ形柱の強軸方向の層間変形角を比較してみると、パネルゾーンのせん断変形を考慮した方が層間変形角が大きくなりました。 

 

パネルゾーン無視 

パネルゾーン考慮 
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変形図についても比較してみると、パネルゾーンのせん断変形を考慮した方が変形が大きくなりました。 

  

 

 

 

パネルゾーン考慮 

パネルゾーン無視 
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◆「BUILD.一貫Ⅴ」 Q&A（適判等からの指摘事例） 

タイトル：「層せん断力-層間変形曲線」が下階と上階で交差しているが問題ないか指摘された 

Ｑ．適合性判定機関より、計算ルート３のＳ造の物件に関して、計算書の「せん断力-層間変形曲線」で下階の曲線と上階の曲線が交差していま

すが、問題ありませんか？と指摘を受けました。 

 

２階建てのブレース構造の物件で、1F の階高は２Ｆの階高よりも大きく、1F のブレースは 2F のブレースよりも断面が若干大きなものを配置し

ています。どのように説明すればよいか教えて下さい。 

 
 

A． 1F よりも 2F のほうが階高が小さいため、1F よりも 2F のほうが階としての剛性が高くなりますので、「層せん断力－層間変形曲線」の初期勾配

は、2F 階のほうが大きくなります。 

2F のほうが階としての剛性が高いのでブレースの軸力上昇も大きくなりますが、1F のブレースよりも 2F のブレースのほうが断面が小さく耐力として

は小さいので、2F のブレースのほうが小さい層せん断力で降伏し、小さい層せん断力で曲線が水平勾配に近い状態となるため、1F の曲線と 2F

の曲線が交差する図になります。 

建物の特性がこのような特性ということであり、問題があるというわけではありません。 

 

 

 

 

 

 

※ 弊社ホームページの Q&A では、この他にも、適判等からの指摘事例の Q&A を 230 件以上、通常の Q&A を 3600 件以上掲載していま

すので、ご活用下さい。なお、Q&A の閲覧にはサポート会員登録が必要です。 

http://www.kozosoft.co.jp/support/qa.html
http://www.kozosoft.co.jp/support/toiawase.html

